
用のトイレが給食室に必要。 を深める。

・一時預かり保育のアレルギー児や支援児が多くなり保育士が必要とな ・ノロウイルスやRSウイルス、インフルエンザなど乳児が重篤化する感

るケースが増えている。 染症の通年化によりピューラックス対応を早めに行うようにしている。

01 444 444 0

07 59 59 0

08 66 77 △11

10 861 888 △27

11 162 160

　

2

13 23 24 △1

　

差引一般財源 0 1,6

　

15 0 1,615

様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 2年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 民生費 8. 北志津保育園管理運営事業

3. 児童福祉費

4. 保育園費 北志津保育園

（佐倉市）　　

-

平成28年度 -

経常 単独 通常 0 0 1,609
平成29年度 -

平成30年度 -

平成31年度 -

令和 2年度 -

0

1,615 1,615

・北志津保育園の管理運営を行います。 ・保育を必要とする子どもの健全な心身の発達を図ると ・十分に養護の行き届いた環境のもと、保育を必要とす

・保育を必要とする子どもを保育し、その福祉を積極的に推進します。 ともに、入所する子どもの最善の利益を追求し、最もふさわしい生活の る子どもの健全育成を図ることができます。

・新保育所保育指針に従って、保育に関する専門性を有する職員が家庭 場を提供します。 ・保育所の特性や保育士の専門性を生かした保育支援ができます。

との綿密な連携のもとに子どもの状況や発達過程を踏まえ、養護及び教 ・地域の様々な社会資源との連携を図りながら、地域に開かれた保育園

育を一体的に行います。 の役割を担います。

・地域子育て支援センター事業を実施し、地域の子育て家庭への育児支

援を図ります。

・自然災害による被害が大きくなり、休園または ・利用者の最善の利益を追求するために、保育士 消費税増税により、再度各予算を見直した。

保育時間の検討及び倒木など大樹の管理が必要となっている。 Ⅱの職員の共通理解を得ながら、土曜日保育も含め、現状にあった対応

・ノロウイルス対策として給食従事者専


